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（
未
定
）

平
成　

年

平
成　

年

秋
以
降
に
路
線
の
提
示
を
予
定

　

Ｊ
Ｒ
東
海
は
、
平
成
２３
年
６
月
、
リ
ニ

ア
中
央
新
幹
線
（
以
下
リ
ニ
ア
）
の
中
間

駅
と
、
市
内
の
大
井
町
や
長
島
町
、
武
並

町
を
通
る
路
線
ル
ー
ト
を
３
㌔
の
幅
で
示

し
ま
し
た
。
ま
た
中
津
川
市
西
部
に
は
、

総
合
車
両
所
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
も
示
し

て
い
ま
す
。
本
紙
で
は
、
平
成
２３
年
７
月

ば
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
も
風
向
き
や
風
速
、
騒
音
、
振

動
な
ど
を
測
定
し
た
り
、
調
査
員
が
徒
歩

で
移
動
し
な
が
ら
動
植
物
の
調
査
を
行
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
結
果
は
、
環
境
影
響
評
価
準

備
書
と
し
て
、
こ
と
し
の
秋
以
降
に
公
告

さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
の
準
備
書
は
、
縦

覧
が
行
わ
れ
、
環
境
保
全
の
観
点
か
ら
意

見
の
あ
る
人
は
誰
で
も
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
説
明
会
も
開

催
さ
れ
ま
す
。
準
備
書
の
内
容
の
中
で
は
、

具
体
的
な
路
線
も
示
さ
れ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

本
紙
で
は
、
環
境
影
響
評
価
準
備
書
が

公
告
さ
れ
た
段
階
で
、
当
市
に
関
係
す
る

内
容
を
報
告
す
る
予
定
で
す
。

開
業
の
効
果
は
多
方
面
に
影
響

　

リ
ニ
ア
の
開
通
や
近
く
に
駅
が
で
き
る

こ
と
は
、
明
治
３５
年
に
中
央
本
線
が
開
通

し
た
と
き
の
よ
う
に
、
当
市
に
は
非
常
に

大
き
な
効
果
や
影
響
が
生
じ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
県
リ
ニ
ア
基
本
戦
略
で
は
、
リ
ニ

ア
の
開
業
が
も
た
ら
す
効
果
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
こ
と
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

①
県
内
各
地
と
東
京
間
の
所
要
時
間
の
短

縮　

②
目
的
地
で
の
滞
在
時
間
が
増
加　

③
拠
点
空
港
へ
の
交
通
手
段
利
便
性
の
向

上　

④
ア
ナ
ウ
ン
ス
メ
ン
ト
効
果
に
よ
る

知
名
度
や
印
象
の
向
上

　

一
方
で
は
、
リ
ニ
ア
の
開
業
で
、
地
域

１
日
号
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
。

　

現
在
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
が
中
間
駅
や
路
線

ル
ー
ト
を
中
心
と
し
て
、
事
業
が
環
境
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
な
ど
の
調

査
や
予
測
、
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
結
果
は
、
公
表
し
て
国
民
や
地
方
公
共

団
体
な
ど
か
ら
意
見
を
聴
き
ま
す
。
こ
の

手
続
き
は
「
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
と
呼

基
本
計
画
の
決
定

整
備
計
画
の
決
定

概
略
路
線
と
駅
の
提
示

環
境
影
響
評
価
書
の
公
表

工
事
の
認
可
・
実
施

開
業

路
線
と
駅
の
詳
細
提
示

開
業
ま
で
の
流
れ

間
競
争
が
激
化
し
、
人ひ

と

、
物も

の

、
金か

ね

が
、
よ

り
求
心
力
の
あ
る
大
都
市
に
吸
い
取
ら
れ

る
「
ス
ト
ロ
ー
現
象
」
の
発
生
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。

　

県
で
は
、
こ
れ
ら
の
効
果
を
活
用
し
た

県
全
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
検
討
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
当
市
で
も
、
交
流
人
口
を
増

や
し
、
移
住
や
定
住
に
結
び
付
け
る
施
策

を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

県
リ
ニ
ア
活
用
戦
略
研
究
会
で
の
開
業

効
果
の
主
な
試
算
は
、
左
の
表
に
挙
げ
て

い
ま
す
。

駅
の
費
用
も
Ｊ
Ｒ
東
海
が
負
担

　

Ｊ
Ｒ
東
海
で
は
当
初
、
中
間
駅
本
体
に

掛
か
る
約
３
５
０
億
円
の
建
設
費
用
は
、

地
元
に
負
担
を
求
め
る
方
針
と
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
の
平
成
２３
年
１１
月
、
中
間

駅
の
本
体
の
費
用
も
同
社
が
負
担
す
る
こ

と
を
発
表
。
こ
れ
に
よ
り
、
高
負
担
に
悩

む
と
こ
ろ
だ
っ
た
県
や
当
市
を
含
む
関
係

市
町
村
で
は
、
リ
ニ
ア
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
、
よ
り
一
層
力
を
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

整
備
中
は
掘
削
土
が
多
く
発
生

　

東
京
―
名
古
屋
間
２
８
６
㌔
の
う
ち
、

約
８
割
は
ト
ン
ネ
ル
で
整
備
さ
れ
ま
す
。

市
内
で
は
、
阿
木
川
を
横
断
す
る
と
き
は
、

地
上
を
通
過
す
る
と
、
平
成
２３
年
に
示
さ

れ
た
環
境
影
響
評
価
方
法
書
に
明
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
阿
木
川
以
外
の
通
過
方
法
は
、

ま
だ
明
確
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
路

線
の
多
く
は
ト
ン
ネ
ル
部
分
に
な
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

ト
ン
ネ
ル
工
事
で
は
、
掘
削
時
に
大
量

の
掘
削
土
が
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
こ
の
掘
削
土
の
活
用
に
つ
い
て
、

Ｊ
Ｒ
東
海
で
は
「
事
業
内
で
の
再
利
用
や

他
の
公
共
事
業
な
ど
へ
の
有
効
活
用
を
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
新
た
に
発
生
土
の
処

分
地
が
生
じ
る
場
合
に
は
、
周
辺
環
境
へ

の
影
響
を
で
き
る
限
り
回
避
、
軽
減
す
る

よ
う
努
め
ま
す
」
と
の
方
針
を
示
し
て
い

ま
す
。

　

当
市
で
も
、
発
生
土
を
施
設
整
備
な
ど

に
活
用
で
き
な
い
か
な
ど
、
地
域
協
議
会

を
通
じ
て
検
討
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　県リニア活用戦略研究会では、リニアの開業

効果の試算を次のように行っています。

●リニア岐阜県駅の利用者数（乗車人員）

　①名古屋開業時（２０２７年）　４,９３２人／日

　・県内圏域 + 豊田・木曽・春日井・小牧・犬山方面

　　の利用者

　・交通手段の流動圏域は全国で試算

　・新たな旅行者や利用促進に向けた取り組み

　　を反映

　②大阪開業時（２０４５年）　５，２２６人／日

　・人口減少や大阪開業効果などを加味

●リニアがもたらす地域経済の活性化

　◯国内旅行者が年間４６万人、海外旅行者が年

　　間６万人増加

　◯観光旅行者の増加による旅行消費額は、年

　　間１６１億円

　◯生産誘発効果は、年間２１８億円

　◯雇用創出効果は、年間約２，０００人

●総合車両所の設置による経済効果

　◯年間の消費額は、約５０億円増加

　◯生産誘発効果は、年間７９億円

　◯雇用創出効果は、５０２人

　・県内に設置される総合車両所の従業員数を

　  １，５００人と仮定し、従業員全員が家族と県内

　　に住んだ場合の経済効果で推計

●リニア建設事業による経済効果

　○用地費を除いた建設事業費は、１３年間で１兆

　　０，２６３億円

　◯生産誘発効果は、１兆９，１１０億円（年間１，４７０

　　億円）

　◯雇用創出効果は、１３２，６２６人（年間１０，２０２人）

開業効果の試算

４８２３２５３９

建
設
と
営
業
主
体
に

　
　
　
　

Ｊ
Ｒ
東
海
を
指
名

環
境
影
響
評
価

駅の利用者は１日約５,０００人

建
設
の
指
示

　

Ｊ
Ｒ
東
海
が
平
成
３９
年
の
開
業
を
目
指
し
て
い
る
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
。
県

内
の
中
間
駅
は
、中
津
川
市
西
部
に
設
置
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。
こ
の
地
区
は
、

恵
那
市
境
か
ら
わ
ず
か
約
２
㌔
の
距
離
。
リ
ニ
ア
の
開
通
は
、
当
市
に
と
っ
て

も
１
０
０
年
に
１
度
の
大
き
な
好
機
で
す
。
市
で
は
現
在
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
の
開
通
を
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
リ
ニ
ア
ま
ち
づ
く

り
構
想
市
民
委
員
会
な
ど
で
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
と
し
の
秋
以
降
に
は
、
具
体
的
な
路
線
ル
ー
ト
も
示
さ
れ
る
予
定
で
、
い

よ
い
よ
計
画
が
本
格
化
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
リ
ニ
ア
の
開
通
で
の
影
響
や
ま

ち
づ
く
り
構
想
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ　

リ
ニ
ア
ま
ち
づ
く
り
室
（
内
線
３
３
２
）

▲リニアの営業用として開発された第１世代「Ｌ０（エルゼロ）系」車両

◯c Central Japan Railway Company.All rights reserved.
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リ
ニ
ア
の
開
通
を
好
機
に

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
模
索



を
上
げ
て
、
マ
イ
ナ
ス
効
果
を
最
小
限
に

と
ど
め
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
を
し
て

い
く
た
め
の
構
想
で
す
。
平
成
２５
年
度
ま

で
の
２
年
間
で
策
定
す
る
予
定
で
す
。
こ

の
構
想
は
、
今
後
策
定
す
る
平
成
２８
年
度

か
ら
の
新
総
合
計
画
へ
反
映
さ
せ
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

策
定
作
業
を
行
っ
て
い
る
の
は
、
昨
年

６
月
に
発
足
し
た
「
リ
ニ
ア
ま
ち
づ
く
り

構
想
市
民
委
員
会
」。
地
域
代
表
や
経
済
界
、

有
識
者
な
ど
１９
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
委
員
の
他
、
県
や
中
津
川
市
の

関
係
者
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

会
議
で
は
「
産
業
振
興
」「
観
光
・
ま
ち

づ
く
り
」「
基
盤
整
備
」
の
三
つ
の
テ
ー
マ

ご
と
に
部
会
を
設
け
て
検
討
を
し
て
い
ま

す
。
リ
ニ
ア
ま
ち
づ
く
り
構
想
市
民
委
員

会
で
は
、
３
回
の
全
体
会
議
と
各
分
野
の

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
数
回
の
会
議
を
行
い
ま

し
た
。
会
議
で
は
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り

の
イ
メ
ー
ジ
が
出
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
さ
ら
に
議
論
を
深
め
、
平
成
２６
年
３

月
ま
で
に
構
想
を
作
り
上
げ
ま
す
。

　

検
討
の
結
果
は
、
中
間
報
告
と
し
て
、

３
月
下
旬
ご
ろ
、市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://

w
w

w
.city.ena.lg

.jp/

）
な
ど
で
報
告
す
る

予
定
で
す
。

市
民
委
員
会
の
意
見
の
一
部
を
紹
介

■
産
業
振
興
グ
ル
ー
プ

　

企
業
誘
致
や
資
源
の
再
発
見
、
ブ
ラ
ン

ド
力
の
強
化
、
農
林
業
の
活
性
化
に
分
類

し
ま
し
た
。
東
京
か
ら
の
時
間
距
離
や
自

然
災
害
の
少
な
さ
、
日
本
の
真
ん
中
を
宣

伝
す
る
と
い
い
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
有
害
鳥
獣
と
い
わ
れ
る
イ
ノ
シ
シ

な
ど
を
「
食
」
に
活
用
し
て
は
ど
う
か
と

い
う
話
も
あ
り
ま
し
た
。

■
観
光
・
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

　

観
光
交
流
人
口
の
拡
大
、
都
市
と
当
市

に
二
つ
の
住
居
を
構
え
る
人
や
移
住
者

の
受
け
入
れ
、
恵
那
ら
し
い
景
観
の
維

持
・
形
成
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
話
を
進

め
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
は
各
地
域
で

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
一
部
の
人
た
ち

で
や
っ
て
い
る
と
い
う
雰
囲
気
が
あ
る
の

で
、
活
動
の
情
報
共
有
が
必
要
で
は
な
い

か
と
の
意
見
が
出
ま
し
た
。
ま
た
観
光
が

多
様
化
し
、
こ
だ
わ
り
を
重
視
す
る
人
が

増
え
て
い
る
の
で
、
対
応
で
き
る
対
策
が

必
要
だ
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

■
基
盤
整
備
グ
ル
ー
プ

　

広
域
で
の
道
路
網
は
、
濃
飛
横
断
自
動

車
道
の
計
画
が
あ
り
ま
す
が
、南
へ
向
け
、

三
河
・
東
美
濃
連
絡
道
路
や
国
道
４
１
８

号
、
県
道
豊
田
明
智
線
を
活
用
し
て
、
新

城
市
や
豊
田
市
方
面
と
の
交
通
手
段
も
考

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

恵
那
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
リ
ニ
ア

の
駅
へ
の
道
は
、
恵
那
峡
方
面
へ
向
か
う

北
側
の
道
路
と
、
恵
那
峡
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
に
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
設

置
し
、
リ
ニ
ア
駅
へ
向
か
う
南
側
の
道
路

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
中
山
道
は
古
道

と
し
て
保
存
し
て
い
き
た
い
と
い
う
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

マ
に
、市
長
と
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
語
る
会
で
出
さ
れ
た
主
な
意
見
を
紹

介
し
ま
す
。

交
流
人
口
を
増
加

・
恵
那
市
は
自
然
豊
か
な
ま
ち
で
あ
り
、

岩
村
城
や
恵
那
峡
な
ど
の
観
光
地
も
あ

る
。

・
都
会
の
人
に
恵
那
の
農
業
や
地
場
産
業

を
体
験
し
て
も
ら
う
。

若
者
の
就
業
場
所
の
拡
大

・
恵
那
か
ら
出
て
い
っ
て
し
ま
う
の
を
防

ぐ
た
め
に
は
働
く
場
所
が
必
要
。

・
企
業
誘
致
、
若
者
の
流
出
を
防
ぐ
こ
と

が
必
要
。

若
者
に
魅
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

・
大
型
の
商
業
施
設
が
あ
れ
ば
、
働
く
場

所
と
し
て
も
い
い
し
、
多
く
の
若
者
が
集

ま
る
。

・
駅
周
辺
に
は
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
居
住
地

が
必
要
。

自
然
を
大
切
に

・
多
く
の
観
光
客
が
来
る
よ
う
に
な
る
と
、

自
然
破
壊
が
心
配
。

・
日
本
一
の
農
村
風
景
な
ど
田
舎
を
売
り

に
す
る
と
い
い
。

　

市
で
は
、
リ
ニ
ア
の
開
通
に
向
け
て
、
そ
の
効
果
を
ま
ち
づ
く
り
に
最
大
限
生

か
す
よ
う
準
備
。
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
分
析
し
た
り
、
意
見
を
も
ら
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。
昨
年
６
月
に
発
足
し
た「
リ
ニ
ア
ま
ち
づ
く
り
構
想
市
民
委
員
会
」で
は
、

皆
さ
ん
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
の
構
想
を
策
定
中
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
リ
ニ
ア
ま
ち
づ
く
り
構
想
市
民
委
員
会
の
取
り
組
み
や
、「
市
長
、

中
学
生
と
語
る
会
」、
出
前
講
座
な
ど
で
出
さ
れ
た
意
見
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

市
民
委
員
が
構
想
を
策
定
中

リニアまち

づくり構想

市民委員会

　

市
で
は
、「
リ
ニ
ア

ま
ち
づ
く
り
構
想
」
の

策
定
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
リ
ニ
ア

の
開
業
の
プ
ラ
ス
効
果

三
つ
の
部
会
に
分
か
れ
て
検
討

　

昨
年
８
月
に
行
わ
れ

た
「
第
８
回
市
長
、
中

学
生
と
語
る
会
」で
は
、

「
リ
ニ
ア
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー

市長、中学

生と語る会

若
者
の
視
点
で
ま
ち
を
語
る

リ
ニ
ア
の
仕
組
み
や
、
山
梨
リ
ニ
ア
実
験

線
の
現
場
状
況
の
紹
介
、
リ
ニ
ア
に
よ
る

効
果
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
構
想
を
策

定
し
て
い
く
説
明
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
講
座
で
も
、
い
ろ
ん
な
意
見
や
質
問

な
ど
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
ま
で
に
任
意
グ
ル
ー
プ
や
自
治
会

な
ど
大
井
町
を
中
心
に
、
４
回
開
催
し
、

延
べ
９８
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
（
１
月

末
現
在
）。

　

市
で
は
、「
リ
ニ
ア

中
央
新
幹
線
と
ま
ち
づ

く
り
」
と
題
し
た
、
出

前
講
座
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
講
座
で
は
、

出前講座

市
民
が
勉
強
会
を
自
主
開
催

中
央
新
幹
線
計
画
の
説
明
会
が

昨
年
、
沿
線
の
県
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
説
明
資
料
で
は
、
磁

界
は
国
際
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
Ｉ

Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ｐ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
以

下
で
は
、
健
康
へ
の
影
響
は
な
く
、

超
電
動
リ
ニ
ア
で
は
、
こ
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
以
下
に
磁
界
を
管
理
す
る
と

し
て
い
ま
す
。
山
梨
リ
ニ
ア
実
験
線

の
実
測
結
果
で
も
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
下
回
る
値
だ
っ
た
と
の
こ
と
で

す
。
ま
た
リ
ニ
ア
か
ら
発
生
す
る
磁

界
の
周
波
数
は
０
か
ら
１２
ヘ
ル
ツ

で
、
電
磁
波
の
波
の
性
質
は
ほ
と
ん

ど
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

説
明
資
料
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
東
海
の
資
料
に
よ
る
と
、

山
梨
リ
ニ
ア
実
験
線
で
の

山
梨
リ
ニ
ア
実
験
線
で
は
、
工

事
現
場
に
１
０
０
０
人
規
模

の
作
業
員
が
来
た
と
い
い
ま
す
。
そ

の
人
た
ち
の
食
事
や
レ
ン
タ
カ
ー
な

ど
の
需
要
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
欠

点
と
し
て
は
、
工
事
用
車
両
が
多
く

走
る
こ
と
で
す
が
、
安
全
対
策
は
、

交
通
量
や
通
学
路
の
調
査
、
地
元
説

明
会
、
誘
導
員
の
配
置
な
ど
の
対
策

が
行
わ
れ
ま
す
。

沿
線
で
、
磁
界
（
電
磁
波
）

の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
か

騒
音
は
大
丈
夫
で
す
か

測
定
結
果
は
、
車
両
か
ら
２５
㍍
の
地

点
で
は
４
両
編
成
で
実
測
６７
・
５
デ

シ
ベ
ル
。
１６
両
編
成
に
換
算
す
る
と
、

７０
デ
シ
ベ
ル
で
す
。
新
幹
線
騒
音
に

係
る
環
境
基
準
で
は
、
住
宅
地
で
７０

デ
シ
ベ
ル
（
掃
除
機
の
音
程
度
）
以

下
と
な
っ
て
い
ま
す
。

工
事
で
起
き
る
利
点
と
欠
点

は
あ
り
ま
す
か

リニアへの
よくある
質問

　

出
前
講
座
な
ど
で
、

リ
ニ
ア
に
関
し
て
よ

く
質
問
さ
れ
た
も
の

を
紹
介
し
ま
す
。

▲リニアへの意見を中学生が市長に提言

申

　リニアを生かしたまちづ
くりにアイデアなどあれ
ば、提案ください。構想市
民委員会での検討材料にさ
せていただきます。
□申し込み方法　①直接提
出②郵送③ファクス④電子
メール
　　〒５０９-７２９２（住所不
要）リニアまちづくり室　
思２５-６１５０、糸 kikaku@
city.ena.lg.jp　　

▲さまざまな意見が交わされるリニアまちづくり構想市民委員会

提案募集中
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